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アンセリンの摂取がヒト血清アディポネクチン濃度に及ぼす影響

The Effect of Anserine Ingestion on Human Serum Adiponectin Levels

住澤　知之，浜崎　眞美，胸元　孝夫
Tomoyuki Sumizawa, Mami Hamasaki, Takao Munemoto

鹿児島女子短期大学

In our previous report, it was suggested the daily ingestion of dried-bonito broth might increase the human serum adiponectin 
levels. Anserine（β-alanyl-3-methyl-L-histidine）, which is water-soluble antioxidant, is present at high concentration in the muscle 
of migratory fish such as bonito. Therefore, we investigated whether anserine is involved in the increase of blood adiponectin. 
The measured amount of anserine in the dried-bonito broth ingested at one time was 12.0 mg and 12.9 mg. Fourteen healthy 
female subjects ingested a commercially available health food supplement of a fish peptide mixture containing 10% of anserine 
for 2 months. The amount of anserine taken at one time was 20 mg. Measurement of serum adiponectin concentration was 
performed before and after the ingestion periods. Although the amount of ingested anserine was larger than that of intake of 
dried-bonito broth, no significant secretion enhancement of adiponectin was observed. Therefore, anserine may not be involved in 
increasing adiponectin levels in human serum.

Keywords	：Dried-bonito Broth, Anserine, Adiponectin, Lifestyle-related diseases prevention
キーワード	 ：鰹出汁，アンセリン，アディポネクチン，生活習慣病予防

はじめに
アディポネクチンは，脂肪細胞から分泌されるアディポ

サイトカインと呼ばれる生理活性物質の一種で，インスリ
ン感受性の亢進などの作用が言われている1）．そのため，
２型糖尿病におけるインスリン抵抗性改善医薬品として，
アディポネクチン１型受容体のアゴニストの開発なども行
われている2）．血中アディポネクチン濃度の上昇は，メタ
ボリックシンドロームや糖尿病の効果的な予防が出来ると
期待できる．ラットにおいて，大豆に含まれるタンパク質
β-conglycinin が血中アディポネクチン濃度を高めるとい
う報告がなされた3）．また，シークヮーサーなどの柑橘類
の果皮等に多く含まれるフラボノイドであるノビレチン
も，アディポネクチン分泌を亢進することが報告されてい
る4）．本研究代表者も，鰹本枯れ節より抽出した出汁の摂
取により，ヒトにおいて血清中のアディポネクチン濃度が
上昇することを見出している5-7）．

水溶性のイミダゾールジペプチドの一種であるアンセリ
ン（β-alanyl-3-methyl-L-histidine）は，無脊椎動物及び大
部分の白身魚類にはほとんど認められないのに対し，カツ
オ，メバチマグロ，ミナミマグロのような回遊魚の筋肉中
に多く存在していて，それぞれ筋100 g あたり1070 mg，
1260 mg，636 mg が含有されている8）．アンセリンは，そ
の抗酸化活性により，抗疲労性や痛風予防などの機能を有
する成分として注目されている8，9）．そこで本研究では，

市販されているアンセリンを多く含有するフィッシュペプ
チドの健康食品・サプリメントを用いて，アンセリンがヒ
トにおいてアディポネクチン分泌を亢進させる可能性につ
いて検証を行った．

実験方法
1.	 鰹出汁中のアンセリン濃度の測定

３g ずつ紙パックに詰められた鰹本枯れ節粉砕物（山川
水産加工業組合，鹿児島，日本）３袋より熱湯300 ml で
１分間出汁を抽出した．その100 ml を凍結乾燥後に水20 
ml にて再溶解したもの及び140 ml をロータリーエバポ
レーター RE1-DVJ（IWAKI，東京，日本）で20 ml まで
減圧加温して７倍濃縮したものを試料として，アンセリン
の分析に供した．アンセリン濃度の分析は，（株）東洋環境
分析センター（鹿児島，日本）に依頼した．

2.	 被験者
被験者は，ボランティアでの協力を申し出てくれた，

2016年度に鹿児島女子短期大学に在籍する18～36歳の14名
とした．本研究は，本学の「鹿児島女子短期大学研究倫理
規則」に基づいて行い，研究倫理委員会の審議，承認を経
た後に，ヘルシンキ宣言に則り，被験者の倫理・人権・個
人情報保護へ配慮の上で実施した．すべての被験者には，
研究の目的，方法等を十分説明し，試験参加に際しては，
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自由意思に基づく文書による同意を得た．また，すべての
データは番号による管理及び処理を行い，個人が特定でき
ないようにした．実験の開始にあたり，被験者には，実験
期間中に食生活・運動習慣等を変えないことと，アンセリ
ンの摂取記録をつけることを指示した．今回の実験では，
14名全員の期間中のアンセリン摂取達成度が80％以上で
あったため，全ての結果を解析に用いた．

3.	 実験の手順
実験に使用したアンセリンは，株式会社 DHC（東京，

日本）より購入した．この商品は，マグロやカツオといっ
た回遊魚の特有成分を30倍に濃縮したフィッシュペプチド
を主成分とするもので，そのうちの10％がアンセリンであ
るとされている．そのため，指定された用法通りに１日に
３粒を服用した場合，アンセリン60 mg を摂取することに
なる．被験者には，摂取期間中は用法に従い，毎日，朝，
昼，晩の３回（基本的には各食事前に），各１粒ずつを白
湯または水を用いて服用してもらった．アンセリンの摂取
期間は，平成28年10月10日～12月８日までの２か月とし
た．

摂取期間の前後には，身長，体重及び血圧の計測と
Body Composition Analyzer in Body 3.0（（株）バイオス
ペース社，東京，日本）を用いた，体重，筋肉量，体脂肪
率，BMI，骨量などの体成分分析及び血液検査のための採
血を実施した．採血は，平成28年10月７日と12月９日に行
い，血液検査の項目は，クレアチニン，尿酸，グルコース，
中性脂肪，HDL-コレステロール，LDL-コレステロール，
アディポネクチン，レプチン，インスリンで，分析はすべ
て（株）SRL（東京，日本）に依頼した．

4.	 統計処理
全ての測定値は，平均値±標準偏差で示した．統計処理

には，GraphPad Prism ver.5 for Windows（日本語版）
（（有）エムデーエフ，東京，日本）を用いた．鰹出汁摂取
期間前後の測定値の検定には，対応のある t 検定により評
価した．統計的有意水準は，すべて５% 未満とした．

実験結果
1.	 鰹出汁中のアンセリン濃度

鰹本枯れ節より熱水抽出した鰹出汁を，凍結乾燥により
５倍に濃縮した試料に含まれるアンセリンの濃度は0.06 
g/100 g，エバポレーションにより７倍濃縮した試料中の
アンセリン濃度は0.09 g/100 g であった．従って，鰹出汁
100 ml あたりに含まれるアンセリン量は，それぞれ12.0 
mg と12.9 mg であると見積もられた．

2.	 血液検査値の変化
アンセリン摂取期間前後における，被験者14名の血液中

のグルコース，中性脂肪，LDL-コレステロール，HDL-コ
レステロール，クレアチニン，尿酸，インスリン，レプチ
ン及びアディポネクチンの濃度の平均値を表１にまとめて
示す．アンセリン摂取期間の前後で，対応のある t 検定に
より有意な血液検査値の増減を示した項目はなかった．

血中アディポネクチン濃度の平均値も，アンセリンの摂
取後には摂取前と比べるとやや増加（+0.40 mg/mL）し
ていたが，有意差は見出されなかった．図１に，アンセリ
ン摂摂取期間前後の14名の被験者ごとの血中アディポネク
チン濃度を示している．

考察
アディポネクチンは，インスリン抵抗性の改善作用10）

や動脈硬化抑制作用11）を有すると考えられている代表的
な善玉アディポサイトカインとして注目されている．その
ため，アディポネクチンの分泌亢進は，糖尿病や動脈硬化
の予防につながることが期待される．百歳以上の長寿の女
性の血漿アディポネクチンレベルは，若年女性などと比べ
て有意に高いことなどから，アディポネクチンが寿命と関
連する可能性も言われている12）．本研究代表者は，鰹本枯
れ節より抽出した出汁の摂取により，ヒトにおいて血清中
のアディポネクチン濃度が上昇することを見出し，報告し
てきた5-7）．既知の鰹出汁中の成分で，アディポネクチンの
増加に関わる可能性があるものとしては，ドコサヘキサエ
ン酸（DHA）やエイコサペンタエン酸（EPA）が挙げら
れる13）．しかしながら，この報告では高濃度の EPA や
DHA を給餌したマウスでの実験結果であるため，本研究
代表者が行った鰹本枯れ節出汁の摂取実験で摂取した
DHA や EPA の量で，ヒトにおいても血液中のアディポ
ネクチンが十分に上昇するとは考えにくい．そのため，現
在までのところ，鰹出汁中のどのような成分が，鰹出汁摂
取による血中アディポネクチン濃度の上昇に関与している
のか不明である．

アンセリンは1929年に Ackermann らによってガチョウ
の筋肉より発見された14）ため，ラテン語のガチョウであ
る anser に因んで名づけられた．アンセリンの生理機能と
しては，抗酸化作用が知られている15）．アンセリンはカツ
オやマグロ，サケなどの回遊魚の筋肉中に多く存在してい
る8）．そこで，今回，鰹出汁アンセリンが血清中のアディ
ポネクチン濃度の上昇に関与している可能性を考え，まず
摂取実験で被験者に飲用してもらった鰹本枯れ節より抽出
した出汁中のアンセリンの量の測定を行った．その結果，
１回の飲用に用いた100 ml あたりの鰹出汁中のアンセリ
ン量は，約12.5 mg であると考えられた．前川らは，枕崎
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産の鰹荒節３g を沸騰水にいれ，再沸騰後に火を止めて鰹
節が沈むまでの２分間で抽出を行った鰹出汁を用いて，そ
れに含まれるアンセリン量を定量し，報告している16）．そ
の結果によると，鰹荒節から抽出した出汁中には639.0 
nmol/ml のアンセリンが含まれるとされている．これよ
り，荒節からとった鰹出汁100 ml あたりには，約15.4 mg
のアンセリンが含まれていることになる．さらに前川ら
は，前述のものとは抽出方法は異なるが，枕崎産の荒節と
枯れ節を用いて出汁中のアンセリン量の比較も行ってい

る17）．その結果では，やや枯れ節由来の出汁の方が，荒節
由来のものと比べて，出汁中のアンセリン濃度は低くなっ
ているが，大きな差は見られていない．前川らの報告16，17）

でも，出汁の抽出方法の違いによりアンセリン濃度に大き
な差が見られていることから，個人差を含めた抽出の手順
や方法等の影響も考慮する必要があるため，今回得られた
結果のアンセリン濃度と比較的近い値であると言える．

本実験で飲用したアンセリンは，純粋なアンセリンでは
なく，市販されているアンセリンを10％含有するフィッ

表１　	アンセリン摂取前後の，血液中のグルコース，中性脂肪，LDL-コレステロール，HDL-コレステロール，クレアチニン，
尿酸，インスリン，レプチン及びアディポネクチンの濃度

摂取前 摂取後 p 値a

血糖（mg/dL） 88.36±4.57 88.50±5.79 0.8617

中性脂肪（mg/dL） 54.14±15.48 57.14±23.17 0.5526

LDL- コレステロール（mg/dL） 97.07±20.96 95.64±24.08 0.6640

HDL- コレステロール（mg/dL） 63.71±13.67 62.86±13.20 0.5303

クレアチニン（mg/dL） 0.64±0.10 0.62±0.10 0.2834

尿酸（mg/dL） 4.66±0.82 4.29±1.30 0.3038

インスリン（µIU/mL） 5.71±2.18 6.35±2.59 0.1837

レプチン（ng/mL） 16.89±11.55 14.29±6.10 0.2431

アディポネクチン（mg/mL） 10.50±4.06 10.90±3.43 0.3411

p 値以外の数値は，平均値±標準偏差
a　対応のある t 検定による鰹出汁摂取期間前後での評価
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図１　	アンセリン摂取期間前後での各被験者の血中アディポネクチン濃度	
14名の被験者の血中アディポネクチン濃度の分布を，アンセリン摂取期間前
後での血液検査の結果ごとに示した．横線は各検査時の平均値を，上下のひ
げは標準偏差を示す．
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シュペプチドを使用した．用法に従って服用した場合，１
日のフィッシュペプチドの摂取量は600 mg となるため，
１回のアンセリンの摂取量は20 mg とである．そのため，
アンセリンの量としては，計算上鰹出汁で摂取した量の1.6
倍程度であるので，十分量のアンセリンが摂取されている
ものと考えられた．しかしながら，アンセリンを含む健康
食品の摂取では，ヒト血清中の有意なアディポネクチンレ
ベルの増加は見られなかった（表１，図１）．従って，鰹
出汁中にはアンセリンの作用を増強する因子が存在する，
或いは，アンセリンサプリメント中にアンセリンの作用を
阻害する成分が含まれているなどの可能性を完全には除外
出来ないものの，アンセリンが，ヒトにおけるアディポネ
クチンの分泌亢進に働いている可能性は低いと考えられ
た．鰹出汁中のどのような成分がアディポネクチンを上昇
させるのか，非常に興味深いため，今後は，鰹出汁中のア
ディポネクチンを高める因子の同定を行っていく必要があ
る．
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